
今
年
度
か
ら
着
任
さ

ッ
フ
に
も
加
わ
っ
て

ど
で
専
攻
名
と
し
て

そ
の
よ
う
な
中
で
教

格
で
き
る
こ
と
は
望

教
育
・
日
本
語
研
究

っ
た
の
は
や
や
残
念

い
も
の
ば
か
り
で
あ

実
に
熟
成
し
具
現
化

さ
て
、
来
年
度
は

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

年
か
ら
着
任
さ
れ
た

今
号
は
、
国
文
学

し
て
編
ん
だ
特
集
号

く
超
え
、
集
ま
っ
た

か
ら
依
頼
し
た
分
の

内
容
も
古
代
か
ら
近

野
に
及
ん
で
い
る
。

の
研
究
者
の
投
稿
も

編
集
後

れ
た
近
代
文
学
の
西
川
貴
子
専
任
講
師

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
昨
今
の
大

国
文
学
と
い
う
名
称
も
い
ま
や
少
な
く

員
ス
タ
ッ
フ
が
増
員
さ
れ
、
専
門
性
を

外
の
幸
せ
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

は
ま
ん
べ
ん
な
く
集
ま
っ
た
が
、
若
手

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
集
ま
っ
た
原
稿

り
、
半
世
紀
の
中
で
培
っ
た
同
志
社
の

さ
れ
た
論
集
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ

文
学
部
が
改
組
さ
れ
、
国
文
学
専
攻
は

切
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
転
換

中
古
の
岩
坪
健
教
授
、
近
世
文
学
の
神

専
攻
創
設
五
十
周
年
・
国
文
学
会
設
立

で
あ
る
。
前
回
の
四
十
周
年
の
記
念
号

原
稿
は
総
数
四
十
一
編
に
上
る
大
冊
と

他
に
院
生
や
卒
業
生
会
員
か
ら
の
投
稿

代
ま
で
の
文
学
研
究
、
国
語
教
育
、
日

中
で
も
近
代
文
学
は
小
特
集
の
企
画
な

目
立
っ
た
。
一
方
、
上
代
・
中
古
・
中

記

ら
、
新
し
い
ス
タ

学
の
組
織
統
合
な

な
っ
て
き
た
が
、

高
め
た
学
科
に
昇

い
。
今
後
も
『
同

の
投
稿
が
少
な
か

は
実
証
的
で
手
堅

学
問
の
伝
統
が
確

う国
文
学
科
と
し
て

点
に
お
い
て
、
昨

谷
勝
広
助
教
授
、

四
十
周
年
を
記
念

の
三
十
編
を
大
き

な
っ
た
。
編
集
部

分
も
多
く
集
ま
り
、

本
語
研
究
の
各
分

ど
が
あ
り
、
若
手

世
・
近
世
・
国
語

十
年
後
の
六

し
た
い
と
思

志
社
国
文
学

十
周
年
の
記
念
号
で
は
ど
の
よ
う
な
論

う
。

編
集
委

』
を
基
軸
と
し
て
新
た
な
地
平
を
開
い

山
田
和
人

吉
野
政
治

集
が
で
き
る
か
楽
し
み
に

（
藤
井

記
）

員

編
集
長

藤
井
俊
博

石
井
久
雄

大
島
中
正

真
銅
正
宏

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。


